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　　　　　　　　　　　　　おとこのこと、おうじさま　



　あるまちに、ひとりのおとこのこがいました。


　
　おとこのこは、まいにち、くつをみがいて、くらしていました。



　とおりにむかった、にけんのいえの、れんがのかべがとぎれる、せまいすきまに、ちいさなきのはこをひっくりかえしてすわり、そのまえに、ちいさなきのいすと、ちいさなきのだいをおいて、おきゃくさんをまつのです。


　
　まぶかにかぶった、はんちんぐぼうと、きているふくと、くつみがきのどうぐだけが、おとこのこの、もちものでした。



　くろいかばんをもった、おとこのひとが、おとこのこにきがついて、くつをみがきにくると、おとこのこは、さっそく、くつみがきにとりかかります。



　おとこのひとが、いすにこしかけると、だいのうえにのせた、りょうほうのかわぐつを、ぬのでふいて、ていねいにほこりをおとし、くりーむをぬってのばします。そして、きれいなぬので、ぴかぴかになるまで、みがきあげるのです。



　どれくらい、ぴかぴかかっていうと、おひさまがうつって、そのひかりで、おとこのひとのよんでる、しんぶんのくろいもじから、ぷすぷす、けむりがでるくらいなのです。



　よぞらの、おほしさまがうつって、どっちがそらで、どっちがくつか、わかんなくなるくらい、ぴかぴかなのです。
　


　おとこのひとが、そのできばえに、うっとりしながら、こいんをいちまい、わたすと、おとこのこは、それをりょうてでうけとって、にっこりわらい、おれいをいいます。おとこのひとが、みちのむこうへ、くろいかばんをふりまわし、すきっぷしながら、わたっていくのを、たのしそうに、みつめるのです。



　そして、こいんを、ぴかぴかにみがいて、ぎざぎざのふたがくっついた、かんづめのあきかんのなかにおとし、それが、ちりいん、と、すきとおったおとをたてるのに、みみをすませるのでした。
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　おとこのこのところには、いろんなおきゃくさんが、くつをみがきにやってきました。



　けがわの、こーとをきた、れもんみたいな、においをふりまく、ぶーつをはいた、おんなのひと。



　くじらみたいに、ぷっぷか、はまきをふかし、はいを、ぽとぽと落としながら、もうかたあしのくつで、ずっと、じめんを、こつこつ、きつつきのようにたたいている、まぶかにかぶったぼうしから、くつのさきっちょまで、まっくろずくめのおとこのひと。



　ておしぐるまを、えっちらおっちら、こぎながら、くつぞこが、ぱくぱく、あくびをする、くたびれたくつをはいた、おばあさん。



　これから、はなたばをもって、すきなひとにあいにいくんだといって、おとこのこが、くつをみがいているあいだじゅう、ひっきりなしに、おしゃべりをつづける、つぎあてだらけのふくをきた、おにいさん。
　


　みんな、おとこのこがくつをみがきおわると、いちまいの、こいんをわたし、はなうたをうたったり、すきっぷしたり、みえないはねがはえておどるように、みちをわたって、みんなのいこうとしているところへ、いくのでした。



　おとこのこは、おれいをいって、えがおでおきゃくさんをみおくると、いつもの、ちりいん、というおとに、みみをすませるのでした。






　おとこのこは、みちをゆくみんなのことを、みるのがすきでした。



　いろんなひとが、おとこのこのめのまえを、とおりすぎていきました。



　おとこのひと、おんなのひと。



　おじいさん、おばあさん。



　おとこのこ、おんなのこ。



　おかあさんの、せなかにおぶわれて、すやすや、ねむる、あかちゃん。



　ことりや、いぬや、ねこや、ばしゃをひくうま。えさをさがしに、もりからでてきた、こんがりやけた、ぱんいろのきつね。



　れんがのいえの、のきさきにぶらさげられた、はちうえのばらにやってくる、ちょうちょや、じめんをこうしんするありのぱれーど。



　そらをみあげると、おひさまや、くもや、あめや、かぜが、そのときどのときのかおで、おとこのこにあいさつをするように、あらわれては、きえていきました。



　おとこのこは、ちいさなきのはこのうえにすわって、ほおづえをつきながら、いつも、にこにこと、そのながれていくおがわのせせらぎのような、みちをながめているのでした。
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    　おとこのこが、どこからきたのか、だれも、しりませんでした。



　いちどだけ、くろくてながい、ふかふかのぼうしをかぶった、ぎんいろばっじの、まゆをしかめた、おまわりさんが、まちのみまわりのとちゅうで、おとこのこをみつけたことがありました。



　おまわりさんは、おとこのこに、どこからきて、どこへいくのか、といただそうと、のしのし、おおまたで、とおりをわたってきたのですが、おとこのこが、ひざまであるくろいぶーつを、ぴかぴかにみがきあげるころには、じょうきげんになって、こしにさげたぼうで、ふかふかぼうしを、くるくるまわしながら、まちのみまわりにかえっていきました。



　おとこのこは、おまわりさんに、おれいをいうと、ちりいん、というおとに、みみをすませて、にっこりほほえむのでした。



　そうして、はるかぜがそよぎ、なつのおひさまがひかりのやをはなち、あきのこのはがちっていき、ふゆが、おとこのこのまちに、ゆきをふらせました。



　おひさまと、おつきさまが、あと、ななかい、まちのみんなに、あいさつして、いちねんがおわろうとするころ。



　ゆきのふりつもった、しずかなまちに、くろいまくがおりて、あかりがともり。



　ひとりの、りっぱなみなりのおとこのこが、くつみがきのおとこのこのまえに、たっていました。



　そのおとこのこの、あたまのうえには、きんいろのかんむりがのっかり、あかいびろーどのまんと、かしみあのこーとのむねには、たくさんの、きんやぎんいろにひかるばっじが、かざられていました。



　かんむりをかぶったおとこのこは、きのだいに、ばらと、つたのもようのついたくつをのせていいました。



「ぼくは、これから、ぶとうかいにいくんだ。このくつを、ぴかぴかに、みがいてくれないか」



　おとこのこは、いつものように、にっこりわらって、ぬので、ばらのくつから、きれいにほこりをおとしました。といっても、ほとんど、ほこりがくっつかないくらいに、きれいなくつだったのですけれど。



「なあ、ぼくは、だれだとおもう？」かんむりのおとこのこは、くつみがきのおとこのこのみみに、ささやくように、いいました。



「このくにの、おうじさまさ。だから、あのいえも、このいえも、このみちも、このまち、ぜんぶが、ぼくのものなんだ。だから、このおみせも、きみのくつみがきのどうぐも、きみがすわってる、そのきのはこだって、ぜんぶ、ぼくのものなんだよ」



　そういって、おうじさまは、りょうてをひろげて、まちぜんぶを、うでのなかにおさめるのでした。



　おとこのこは、くりーむを、おうじさまのくつにぬって、あたらしいぬので、みがきはじめました。



「その、くりーむだって、ぼくのものなんだぞ。ところで、それって、どこからかっているんだい？」



「はい、おうじさま。かうんじゃありません。ろうそくのろうや、らんぷのあぶらや、おみずを、まちのひとに、わけてもらって、たきびのうえにかけた、あきかんで、ぐつぐつ、にるんです。そうして、くっきーのかんに、しまっておくんです」


　おとこのこは、そういって、にっこり、ほほえみました。



「じゃ、そんなの、いらないや。ぼくはね、なんだって、もってる。けーきも、くっきーも、おかしなんて、いくらだって、たべほうだいさ。けらいが、もってくるからね。ふくも、くつも、すきなだけ、かえるんだ。ぴくにっくにいくときの、しろい、うまだって、そうさ。おとうさまの、おうさまが、たくさん、きんかをくれるんだ」



　おとこのこは、しろいいきをはきながら、かじかむゆびで、くつのすみずみまで、ぬのをはしらせます。



「これからいく、ぶとうかいなんかじゃ、しちめんちょうも、いろんなくにの、めずらしいごちそうも、じゅっかいだてのけーきも、なんだって、あるのさ。そして、このくにのだいじんとか、えらいひととか、よそのくにのおおさまも、ぼくにぷれぜんとをくれるんだ。なぜだとおもう？」



「なぜでしょう」



　おとこのこは、ゆびさきを、ときどき、いきであたためながら、みがきつづけます。



「みんな、おうじさまに、あいたいからだよ。だから、ことしは、とくべつに、ふつうのこどもたちも、ぶとうかいに、よんでいるんだ。おうじさまにあいたいってこが、おおいからね。ぼくが、このぷれぜんとを、おもいついたんだ。それで、こうして、きみにも、ぷれぜんとを、とどけにきたってわけ」



「おうじさま、できました」



　おうじさまが、みると、りょうほうのくつが、いまにも、もようにかかれた、ばらがさき、つるがのびていきそうなほど、ぴかぴかに、みがきあげられていました。



「へえ、きれいだな。ありがとう。きみにも、いいぷれぜんとになったかな？」



　おうじさまは、そういって、いちまいのこいんを、おとこのこのてに、おとしました。



　はい、とほほえんで、おとこのこは、あきかんに、こいんを、ちりいん、と、いれました。
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　そのすんだねいろは、ちりいん、ちりいん、と、しずかなまちのとおりに、ひびきわたりました。おとこのこは、あきかんを、みみのそばでふりました。しゃんしゃん、と、すずのねのようなおとが、ゆきのみちいっぱいに、ひろがっていきました。



　しゃんしゃん、しゃんしゃん、しゃんしゃん、しゃんしゃん。



　がいとうに、ぼんやりとてらされた、みちのむこうから、のりもののかげが、ちかづいてきて、とまりました。



　そこから、ひとかげがおりてくると、ふたりのほうへ、きゅっきゅっと、ゆきをふみしめながら、ちかづいてきました。



「おうじさま、おむかえにあがりました」



「ああ、またせたね」



　ふりかえった、おうじさまは、めとくちを、いっぱいにひろげたまま、こどもたちがつくった、ゆきだるまのように、かんかんに、こおってしまいました。



　そこには、あかにしろいふちどりのふくとぼうしをみにつけた、しろいおひげにあからがおの、おおきなおじいさんが、たっていました。



　くつみがきのおとこのこは、ちいさなきのはこからたちあがると、そのはこをひっくりかえして、なかから、いちまいの、まんとをとりだし、それをせなかにはおりました。



　おとこのこが、はんちんぐぼうをぬいで、あたまをふると、つんつんにとがった、きんいろのかみのけが、あらわれました。おとこのこは、いつのまにか、こしにちいさなけんをさし、しろいきぬのようなふくをみにつけていました。



　そして、かたほうのてににぎった、ほしのかざりがついた、ほそながいはりのような、けんを、ひとふり、ふりました。すると、くつみがきのどうぐは、すっかりかたづけられて、けむりのように、きえているのでした。



　おとこのこのふる、ほそながいけんから、ひかりがまたたき、ほしのように、あたりいちめんを、てらしました。




　いくつものえだにわかれた、おおきなきのような、りっぱなつのをはやし、くびにすずをつけた、おおきなうまににたいきものたちが、そりいっぱいにおおきなしろいふくろをつんでいました。




　おとこのこがちかづくと、いちばんまえでそりをひく、そのうちのいっとうが、あかいはなをおとこのこのほっぺたに、すりよせてきて、おとこのこは、くすぐったそうに、わらいました。




　しろいひげのおじいさんが、そりにのりこみ、おとこのこが、そのうしろにすわりました。




　そりのうえの、しろいふくろが、もぞもぞとうごき、ぷはっ、と、そのあいだから、いろんなくにの、いろんなおうじさまやおひめさまたちが、かおをだして、わらいごえをあげました。




　ぽかん、としているおうじさまに、おとこのこは、てをのばして、いいました。




「いこうよ。みんなが、ぼくたちに、あいたがってるよ」




　そりが、そらにうかびあがろうとするころ、おうじさまは、はっとしてさけびました。




「まって、まって、ぼくも、いくよ！」




　おとこのこは、おうじさまのてをにぎり、みんなが、ふくをつかんで、そりのうえへ、おうじさまをひぱりあげました。ゆきのうえに、きんやぎんのばっじや、おうじさまのかんむりが、おちていきましたが、おうじさまは、もう、そんなこと、きにしませんでした。




　はいよー、と、しろひげのおじいさんのかけごえをあげるたびに、そりは、どんどん、そらたかくまいあがり、こなゆきといっしょに、すずのねが、まちじゅうをつつみました。




　そらからふる、おうじさまたちの、わらいごえが、すこしづつ、とおざかり。




　こなゆきのまちに、ほしのひかりのみちしるべをのこして、そりは、どこまでもたかく、とんでいきました。





　ゆきは、ほしじゅうに、しんしんと、ふりつもっていきました。




　（おしまい）
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